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	第11回再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会への意見
	１．系統設備の増強は目的を明確化して合理的に検討すべき
	２．再エネ国民負担は3.7～4.0兆円（2030年度）に確実に抑制すべき
	３．再生可能エネルギーを安定供給に貢献する電源とすべき
	４．再生可能エネルギー予測誤差に係るコストを最小化すべき
	１．大規模発電事業者による再生可能エネルギー活用に期待
	２．競争力ある分散型エネルギー需給モデルを目指すべき

